
(模範解答) 制限時間50分希学園 新小５ 第１回 習熟度確認テスト 算数 2025年３月20日実施
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(解説) (２－１)希学園 新小５ 第１回 習熟度確認テスト 算数 2025年３月20日実施

□ ３ □ □３□×６＝□３４となるのは，

× □ ６ □３ ×６＝□３４のみ。９

□ ３ ４ また，６をかけてもけた数が変わって

□ □ ７ いないことより， ３９×６＝８３４１

□ ０ ４

１ ３ ９ １３９×□＝□□７となるのは，

× □ ６ １３９×３＝４１７のみ。

８ ３ ４ あとはうめるだけ。

□ □ ７ よって， は０。

□ ０ ４

□ □ □□×□＝１６１となるのは，

□ □ □ ２３×７＝１６１のみ。) １ ８

□ □ ４ ２３×□＝□□４となるのは，

２３×８＝１８４のみ。１ ７ ８

１ ６ １ 23×87＋17＝2018

１ ７ よって， は０。

337÷ ＝25あまり12

＝(337－12)÷25＝13

〈正〉 ×６－10

〈まちがい〉 ×10－６＝134

＝(134＋６)÷10＝14

〈正〉 14×６－10＝74

400÷８＝50(個)

800÷８＝100(個)

399÷８＝49(個)あまり７

100－49＝51(個)

求める数は，６の倍数＋１の形で表せる数。

６×□＋１の□にあてはまる数は，

(100－１)÷６＝16あまり３より，０～16の17個。

求める数は，24の倍数＋１の形で表せる数。

24×□＋１の□にあてはまる数は，

(300－１)÷24＝12あまり11より，０～12の13個。

５の倍数→一の位が０，５になればよい。

３の倍数→各位の和が３の倍数。

３１□４→８＋□が３の倍数になればよいので，

□＝１，４，７

８の倍数→下３けたが000か８の倍数。

２□２が８の倍数になればよいので，□＝３，７

９の倍数→各位の和が９の倍数。

９５□４→18＋□が９の倍数になればよいので，

□＝０，９

Ａ÷Ｂ＝４あまり３ → Ａ＝Ｂ×４＋３

Ａ＋Ｂ＝388

これより，Ｂ×４＋３＋Ｂ＝Ｂ×５＋３＝388となる。

Ｂ＝(388－３)÷５＝77

Ａ＝388－77＝311

Ｂ＝Ａ×0.6，Ｃ＝Ａ×1.8，Ｄ＝Ｃ×0.8

Ａ＝１とする。

Ｂ＝１×0.6＝0.6

Ｃ＝１×1.8＝1.8

Ｄ＝1.8×0.8＝1.44

よって，0.6＜１＜1.44＜1.8より，Ｂ＜Ａ＜Ｄ＜Ｃ。

13 Ａ ＜ Ｂ）
×□ × ☆ ＝156

積12，互いに素

□ × ☆

１ × 12 → (Ａ，Ｂ)＝(13，156)

２ × ６

３ × ４ → (Ａ，Ｂ)＝(39，52)

18 Ａ ＜ Ｂ）
□ ＜ ☆

互いに素

Ａ＝18×□，Ｂ＝18×☆

積は，Ａ×Ｂ＝18×□×18×☆＝4860より，

□×☆＝4860÷18÷18＝15

□ × ☆

１ × 15 → (Ａ，Ｂ)＝(18，270)

３ × ５ → (Ａ，Ｂ)＝(54，90)

56＝２ ×７と素因数分解できるので，３

２×７＝14をかければ，２ ×７ ＝28 となる。４ ２ ２

よって，Ａ＝14，Ｂ＝28。

63＝３ ×７と素因数分解できるので，２

３×７ ＝147をかけると，３ ×７ ＝21 になる。２ ３ ３ ３

よって，Ａ＝147，Ｂ＝21。



(解説) (２－２)希学園 新小５ 第１回 習熟度確認テスト 算数 2025年３月20日実施

□人に分けるとする。

□…80と48の公約数 16(ＧＣＭ)の約数

１，２，４，８，16

ただし，１と２はあまりが出ない。

よって，４人，８人，16人。

人数 ４人 ８人 16人

あまり ２個 ６個 14個

問題文より，人数は16人と決まる。

アメ玉；(238－14)÷16＝14(個)

ビスケット；(158－14)÷16＝９(個)

ガム；(110－14)÷16＝６(個)

よって，14＋９＋６＝29(個)

上の段と下の段のそれぞれに，黒色の立方体を何個配置

するかで場合分けをする。

上の段に黒色を３個配置する方法は１通り。

上の段に黒色を２個配置する方法は下の図の２通り。

このとき，下の段に１個配置する方法は以下のようになる。

図１のとき，図３の ， に配置すると，

上の段に３個配置する場合と同じになる。

図３の に配置して，右に90度ずつ２回倒

し，前から後ろに90度倒すと， に配置し

た場合と同じになる。

よって，図１のときは１通り。

図２のとき，図３の ， に配置すると図１と同じになり，

または の１通り。

よって，上の段に黒色を２個配置する方法は２通りある。

上の段に黒色を１個，０個配置する方法は，それぞれ上の

段に２個，３個配置する場合と同じ図になる。

よって全部で，１＋２＝３(通り)

余り

110

□の倍数になる。

よって，238－158＝80

158－110＝48も□の倍数になる。

158
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上の段に黒を４個配置する方法は１通り。

上の段に黒を３個配置する方法は１通り。

このとき，下の段に１個配置する方法は，図３の か

ら の４通り。

よって，上の段に黒を３個配置する方法は４通り。

上の段に黒を２個配置する方法は，図１，図２の２通り。

図１のとき，下の段の または に配置すると，上の段に

黒を３個配置した図と同じになる。

よって，下の段に２個配置する方法は， と に配置する

１通り。

図２のとき，下の段の または に配置すると，図１のと

きと同じ図になる。

よって，下の段に２個配置する方法は， と に配置する

１通り。

よって，上の段に黒を２個配置する方法は２通り。

上の段に黒を１個，０個配置する方法は，それぞれ上の段

に３個，４個配置する場合と同じ図になる。

よって全部で，１＋４＋２＝７(通り)

配点) ～ ， 各３点×22(

～ 各２点×17


